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思いや考えを伝え，協力して活動できる児童の育成 
～SSM と SSP を活用した交流活動を通して～  

 
                          那覇市立さつき小学校教諭 仲村 高博 

<研究の概要> 

特別支援小学部・中学部学習指導要領において小中学校における教育の基本に，「（前

略）自立し社会参加する資質を養うため」と記されており，社会性の基礎を育むことが

必要とされている。本研究では，育てるべき社会性の基礎を，「思いや考えを伝え，協力

して活動できる力」と捉え，特別支援学級におけるコミュニケーションスキル習得と児

童同士の信頼関係について２つの方法を検証した。  

１つ目は，児童の特性に沿った SSM（ソーシャルスキルモンスター）と SSP（ソーシャ

ルスキルポスター）の活用である。自らの特性への捉え方を変化させ，場面に応じたコ

ミュニケーションスキルの習得により，友人関係づくりのスキルを持っているとの実感

を高めることができた。２つ目は、特別支援・交流学級児童双方が思いを伝え合いなが

ら協力して活動できる課題解決型の交流活動の工夫である。SSP の活用(思いや考えを伝

える)と関連させながら，安心感と所属感とともに信頼関係を育むことができた。  

このことから，SSM と SSP を取り入れたコミュニケーションスキルの習得と交流活動

を関連づけて工夫することは，思いや考えを伝えるスキルと，信頼関係を育み協力して

活動できる児童を育成するのに有効であると考える。  
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《特別支援教育》                               

思いや考えを伝え，協力して活動できる児童の育成 
～SSM と SSP を活用した交流活動を通して～  

 

                 那覇市立さつき小学校教諭 仲村 高博 

 

Ⅰ 研究テーマ設定の理由  

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領において小中学校における教育の基本に，

「 (前略 )障がいによる学習又は生活上の困難を改善・克服し，自立し社会参加する資

質を養うため (後略 )」と記されている (第１章第２節２ (４ ))。また，同指導要領解説

では，「自立し社会参加する資質」を「児童生徒がそれぞれの障がいの状態や特性及び

心身の発達の段階等に応じて主体的に自己の力を可能な限り発揮し，よりよく生きてい

こうとすること，また，社会，経済活動に参加することができるような資質」と示され

ており，社会性の基礎を育むことが求められている。  

これまで，１人１人の特性や得意なことに対応した課題を設定し，児童同士が話し合

いながら，課題を解決する学習活動を行ってきた。自分の考えを伝え合い，協力して活

動できる能力を育んできたつもりだったが，グループ活動を行う際，「交流学級児童に

話しかけることができない (自閉スペクトラム症・注意欠陥多動性障がい )」 (Ｅ児・ 4

年男子），「交流学級内では， 1 人の活動に集中するあまり，集団活動や下校準備が遅

れることが多い (自閉スペクトラム症・注意欠陥多動性障がい )」（Ⅽ児・２年女子），

「おしゃべりできる友達がいない (注意欠陥多動性障がい・発達障がいの疑い )」 (Ｂ

児・１年女子 )など特に交流学級児童との交流場面で，自分の気持ちを伝え，協力して

活動することに困難な状況が見られた。  

児童本人への聞き取りでは，「 (交流学級児童に )挨拶できるようになりたい」，

「交流学級でも友達を増やしたい」との思いを持っていることが分かった。これは，３

人の発達的特性を考慮した個別の教育支援計画における長期目標とも繋がってくる。そ

こで，支援学級はもとより，交流学級児童との関係においても安心感・所属感とともに

信頼関係を育み協力して活動できる児童を育てたいと考えた。そのためにできることは

いくつかあると思うが，これまで行ってきた「思いや考えを伝える手立て」について，

特に充実を図っていきたい。そのために①正しい自己理解をすること，②必要なコミュ

ニケーションスキル習得のためのロールプレイを重ねることの２つが重要だと考えた。  

本研究では，①正しい自己理解を促すため， SSM(ソーシャルスキルモンスター )を活 

用し，自己の課題の客観化と思考の改善を図っていきたい。同時に，②必要なコミュニ

ケーションスキル習得のため，SSP(ソーシャルスキルポスター)を活用し，自己表現で

きる素地を育みたい。そのうえで，交流学級内での安心感・所属感を醸成するため，少

人数の交流学級児童との課題解決型の交流活動を計画する。交流学級児童と共にスモー

ルステップで課題を解決する過程で，自分の思いや考えを伝える経験を積み重ね，協力  

して活動する楽しさを体験することは，基礎的な社会性の育成にも繋がると考え，本研  

究テーマを設定した。  



- 52 - 

 

Ⅱ 研究目標 

  自らの思いや考えを伝えられる素地づくりとして， SSM と SSP を活用する有効性や，

特別支援・交流学級児童双方が，協力しながら活動できる課題解決型の交流活動につい

て実践的に研究する。   

 

Ⅲ 研究仮説 

 1 基本仮説 

SSM と SSP による特性に沿ったコミュニケーションスキルの習得と，信頼関係を育む

活動を工夫することで，思いや考えを伝え，協力して活動できる児童を育成できるだろ

う。  

 ２ 作業仮説 

  (1)  特性による課題を外在化し（ SSM），コミュニケーションスキルの習得に取り

組むことで，正しい自己理解のもと前向きに思考・行動を改善し (SSP)，思いや

考えを伝えられる素地を育成できるだろう。  

  (2) 交流学級児童との課題解決型の活動において，スモールステップの視点で SSP

と関連付けながら役割を焦点化することで，安心感と所属感とともに信頼関係

が育まれ，協力して活動できるだろう。 

  

Ⅳ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<めざす子ども像 > 
・思いや考えを伝えられる子   ・協力して活動できる子  

 

《研究テーマ》    
「思いや考えを伝え，協力して活動できる児童の育成」  

～SSM と SSP を活用した交流活動を通して～  
 

基本仮説 
SSM と SSP による特性に沿ったコミュニケーションスキルの習得と，信頼関係を

育む活動を工夫することで，思いや考えを伝え，協力して活動できる児童を育成でき
るだろう。  

作業仮説 ( 1 )  
特性による課題を外在化し（ S S M），コミ

ュニケーションスキルの習得に取り組むこと
で，正しい自己理解のもと前向きに思考・行
動を改善し ( S S P )，思いや考えを伝えられる
素地を育成できるだろう。  

作業仮説 ( 2 )  
交 流 学 級 児 童 と の 課 題 解 決 型 の 活 動 に お い

て，スモールステップの視点で S S P と関連付け
ながら役割を焦点化することで，安心感と所属
感とともに信頼関係が育まれ，協力して活動で
きるだろう。  

 

【社会的背景】  【児童の実態】  【本人のねがい】  【教師のねがい】  【授業改善】  
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表１  児童 B・ E 対応  S S P  

Ⅴ 研究内容 

 １ 思いや考えを伝えられるコミュニケーションスキルの素地を育む 

 (1) SSM と SSP の活用   

思いや考えを伝えられる素地を育むため，本研究では SSM（ソーシャルスキルモンス

ター）と SSP（ソーシャルスキルポスター）を活用する。SSM とは，場面や状況によっ

て起こる課題を自分から切り離し特性を外在化して捉えることで，望ましい行動への変

容を図るソーシャルスキルトレーニングの一つである。  

イトケンタロウ (2018)は，「 SSM が子ども達に『問題行動を仕掛けてくるにはやむ

を得ない事情があり，モンスター自身も成長したい』という設定が大事である」と述べ

ている。「 SSM を排除するのではなく，転生 (成長)させてあげよう」と思うことで，児

童は自己肯定感を下げずに正しい自己理解のもと，課題に前向きに対応できる。ここで

は，B・E 児対応の SSM を記載する。表１は，それに対応した SSP である。 

図１の SSM は B・E 児の「返事をしたり，話を進めたりしようとしても，言葉が出て

こない」という課題を「だまるま」というキャラクターで外在化している。その SSM の

転生を促す望ましい思考や行動にイラストをつけたものが SSP である。「ベーシック」，

「スタンダード」，「アドバンス」とスモールステップで設定し，児童のペースに合わ

せて成功体験を積み重ねられるようにしたい。さらに授業外での SSP の活用も記録する

ことで，自己の成長を可視化し，日常生活でも思いが伝えられることを実感し，深い自

己理解に繋げたい。 

(2) ロールプレイによる習得  

SSM を転生させるために，どのようなコミュニケーションスキルが必要か（どの SSP

を使えば， SSM は成長するか）を認識し，身に付けたスキルを日常生活でも活用し望ま

しい思考や行動を促したい。しかし，一度の活動では習得することが難しいため，まず

授業内で SSP を活用できるロールプレイを行い，日常生活でも活用できるイメージを持

たせる。 

計６回のロールプレイは，表２の通りである。 

  S S P カード  望ましい思考・行動 

ス
テ
ッ
プ
１ 

ベ
ー
シ
ッ
ク 

 ・ 「 う ん 」 「 う う ん 」 ， 「 あ り
が と う 」 の 言 葉 を 使 い ， 返
事 や お 礼 を つ た え る 。  

 

【 使 お う と し た ら シ ー ル １ 枚 】  

ス
テ
ッ
プ
２ 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド 

 

 

 

 

 

 

・ 用 事 が あ る と き に ， 人 の 肩 を  

た た い て か ら 伝 え る 。   

【 実 際 に 使 っ た ら ，  

シ ー ル ２ 枚 】  

ス
テ
ッ
プ
３ 

ア
ド
バ
ン
ス 

    

 

 

 

 

   

・ 緊 張 等 の ネ ガ テ ィ プ ナ な 思 い
を 機 械 に 吸 い 取 っ て も ら い ，
自 分 の 思 い を 伝 え る 。  

【 伝 え た り ， 発 表 で き た ら  

シ ー ル ４ 枚 】  
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表２  第２～４時のロールプレイと活用してほしい S S P  (主に B・ C・ E 児の内容 )  

 

表３  信頼関係づくりのためのスモールステップ  (清掃終了後の休み時間 )  

 

２ 信頼できる関係づくりの工夫 

解説自立活動編において，「『他者とのかかわりの基礎に関すること』は，人に対す

る信頼感をもち，（後略）」 (第６章３ (1))，とあるように，児童の安心感や所属感を

醸成する手立ての工夫も必要である。そこで，『沖縄県学力向上推進５カ年プラン・プ

ロジェクトⅡ』の「支持的風土づくりの４つのポイント」を参考に課題解決型の交流活

動を設定する。 

事前準備として特別支援・交流学級児童に安心して活動できる人や場所を聞き取り，

交流学級担任の協力も得ながら，活動内容も設定する。ステップ１では，交流学級メン

バーが，特別支援児童を誘い活動内容を説明する。特別支援児童の希望を取り入れたメ

ンバーからの誘いは，安心感を持って受け入れることができると考える (安心 )。ステ

ップ２では，明確な役割を果たしながら課題を解決する体験を通して，協力する楽しさ

や所属感を味わえるようにしたい（所属）。具体的な役割については，E 児の例を，表

３に示す。ステップ３では，特別支援・交流学級児童間で手紙を交換し合い，お互いの

良さを伝え合うことでグループ内で認められているという思いを育みたい (承認 )。最

後のステップ４では，①思いを伝えられたか，②協力して活動できたかをふりかえるこ

とで，自己理解を深めさせたい（自立）。  

 

３ スモールステップの視点を取り入れた授業デザインの工夫 

本研究では，育むべき社会性の基礎を「思いや考えを伝え，協力して活動できる」こ

とと捉え，交流学級児童との関係においても協力して活動できることを視野に入れてい

る。そのため，「すべての子が楽しく学び合い『わかる・できる』ことを目指す授業デ

ザイン（日本授業ユニバーサルデザイン学会）」の視点から，「単元計画 (図２ )」

「信頼関係づくり及び，役割の明確化（表３）」などにおいて，スモールステップのプ

時  ス キ ル  ロールプレイ名   S S P  対 象 児 童  活 動 内 容 と ね ら い  

第

２

時 

①意思を伝  

える  

う ん ・ う う ん  

・ あ り が と う  

 ・ オ ヘ ン ジ ー  

・ ド キ ド キ チ ャ レ ン ジ  

B ・ E 児  
Ａ ・ Ｈ 児  

・返事やお礼，お願いをするときに一言添えながら意思を伝える。 
・意思を伝えることに挑戦しようとする気持ちを持てるだけでもよい。  

②支援を求  

める  

ス リ ー ヒ ン ト  

ゲ ー ム  

・ あ そ ん だ か ぞ え  Ｃ 児  ・「ヒントを教えて」とお願いしながら楽しくゲームに参加する。  
( 友 達 と 何 回 活 動 で き た か 覚 え て お く )  

第

３

時 

③気持ちの  

整理をする  

シ ュ レ ッ ダ ー に  

か け て み よ う  

 ・ や な こ と  

シ ュ レ ッ ダ ー  

Ⅾ ・ Ｇ 児  ・ 悩 み や 不 安 な ど モ ヤ モ ヤ し た 気 持 ち を 紙 に 書 い て シ ュ レ ッ ダ
ー に か け ， 目 の 前 の こ と に 集 中 す る 。  

⓸集団に参  

加する  

仲 間 に 入 れ て  

ゲ ー ム  

・ と ん と ん ダ ル マ  

・ 仲 間 づ く り ア ル ア リ  

B ・ E 児  

F 児  

・トントンと相手の肩をたたいてから声をかけ仲間に入れてもらう。  

・活動するときに友達の名前を呼ぶ(友達の名前を覚える)。 

第

４

時 

⑤友達に質  

問する  

調 べ て 皆 に 知  

ら せ よ う  

 ・ と も だ ち フ ォ ル ダ  

・ す い こ み マ シ ー ン  

C 児  

B ・ E 児  

・ 友 達 に 質 問 し な が ら 友 達 の 良 い と こ ろ や 特 徴 を 覚 え る 。  
・「恥ずかしい」気持ちをマシーンに吸い取ってもらい，自信をもって質問する。 

⓺悪い誘い  

を断る  

悪 い 誘 い の こ  

と わ り か た  

・ う ち あ け ト ラ イ  

・ か も ト ー ク  

D ・ G 児  

F 児  

・自分の「困っている」という気持ちを伝え友達とより良い関係を築く。 

・断る時に語尾に「～かも」をつけて伝えやすい言い方を知る。  

事前準備  E 児  (４年 )  交流活動「４年〇組グループでプール開きのお米を探そう」  

  ステップ１  ステップ２  ステップ３  ステップ４  
安 心 し て 活 動 で
き る 人 ， 場 所 の

聞 き 取 り  

役
割  

( 1 ) 交 流 学 級 児 か ら 声 を か
け ら れ 返 事 す る 。  

( 1 ) 探 し 出 し た 指 令 文 を 声 に 出 し
て 読 む 。  

( 2 ) 先 生 に 活 動 内 容 を 説 明 す る 。  

( 1 ) 交 流 児 童 か ら の 手 紙 を 読 む 。  
( 2 ) 交 流 学 級 児 童 へ の 手 紙 を 書 く 。  
( 3 ) 名 前 を 呼 び 手 紙 を 渡 す 。  

( 1 ) 交 流 学 級 で の 活 動
を ふ り か え る  

・ 活 用 し て ほ し い
S S P  

S
S
P  

オヘンジー  

  スタンダード  
・ 返 事 を す る  

ドキドキチャレンジ  

ベーシック  
・ 結 果 は 気 に せ ず チ ャ レ ン ジ す る  

すいこみマシーン  

  アドバンス  
・ 不 安 な 気 持 ち を 吸 い 取 り ， 名 前 を 呼 ぶ 。  

 

 

 
 

べ

ー

シ

ッ

ク 

ス

タ

ン

ダ

ー

ド 

ア

ド

バ

ン

ス 

自立 

 

承認 

 

所属 
 

 

安心 

 

４ つ の ポ イ ン ト  
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ロセスを取り入れる。  

 思いや考えを伝え協力する姿を目標に，第１時は， SSM を活用し個別の課題を把握，

第２～４時には，それぞれの SSP をロールプレイの中で実際に活用させることで日常

生活でも思いを伝えられるイメージを持たせる。そのうえで，清掃後の休み時間を利用

し，交流学級児童との課題解決

型の活動を進める。P5 4 の表３

にあるように，交流活動ステッ

プ３では，手紙のやりとりをす

ることで，互いの良さとともに

思いを伝え合い信頼関係構築も

図る。第５～６時には，「特別

支援学級ミニ運動会」の計画に

ついて話し合い，３つの SSP

を活用し，考えを伝え合う経験

を積む。第７時には，これまで

の活動をふりかえることで，深

い自己理解を図る。第８時で

は，思いを伝え合いながら、係

活動を協力して行い，自分達で

計画した特別支援ミニ運動会を

進めてほしい。 

     

Ⅵ 授業実践 

１ 題材名  「自分の思いや考えを伝えよう」  

２  全体目標 ア 相手に気持ちや考え，理由まで述べることができる。 

イ 協力して活動し，互いの良いところを見つけることができる。 

３ 指導計画（全８時間）  

４ 授業仮説 

   ① 自分の思いや考えを伝える場において，個に応じた SSM を活用することで，  

苦手意識を刺激せずに課題に向き合う態度が育まれるだろう。  

② 話し合いの場面において，自分の特性や状況に応じた SSP を活用することで， 

思いや考えを伝えることができるであろう。  

   学習活動・内容  時数  

 
自

立
活
動  

( 1 )  S S M について理解し，自分の特性を外在化してとらえることができる。  
自分の目標を立て， S S M の転生した姿を描く。（Ｐ 5 3 図１ )  

１  

( 2 )  個に応じた S S P (ベーシック )を知り，ロールプレイ内で習得する。 (Ｐ 5 3 表 1 )  
授業外で思いを伝えられた時や S S P を活用できたときにシールシートを活用し，視覚化を図る。  

１  

（３）  個に応じた S S P（スタンダード）を知り，ロールプレイ内で習得する。 (Ｐ 5 3 表 1 )  １  

（４）  個に応じた S S P（アドバンス）を知り，ロールプレイ内で習得する。 (Ｐ 5 3 表１ )  １  

清掃後の  
休み時間  

交流学級児童との信頼関係を築く工夫を行いながら，思いを伝え協力する交流活動を
行う。  

４日間  

 

自
立
活

動  

（５）  合同自立活動 (ミニ運動会種目 )についての話し合いで，考えとともに理由まで伝えあわせ
る。  

１  

（６）  合同自立活動 (ミニ運動会係 )についての話し合いで，考えとともに理由まで伝えあわせる。  １  

（７）  これまでの活動をふりかえり，深い自己理解を図る。  １  

（８）  ミニ運動会で思いを伝えあいながら，協力して係活動を行う。  １  

図２  単元計画のスモールステップ   
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話型カード 

係の絵カード   ※  絵 を 指 さ す こ と で 思 い を 伝 え る 。  

５ 授業の展開  
段階  学習活動   

導
入(

１
０
分)

 

１．本時の

めあて  

       個への対応  研究との関連  ・思いや考えの表現  

       ・安心感・所属感の醸成  

□考えを伝える時に活用できそうな S S P を再確認す

る。   

【 A 児 役 割 】 号 令 係  

 
【 今 ま で の 様 子 】  

S S M ( ゴ ー ル デ ン

バ ー ド ) が 出 て く る
と ， で き る こ と で も
緊 張 し て ， 小 さ な 声

に な っ て し ま う 。  

Ａ 児 S S P   

 
 
 

 
ダ シ キ レ ヤ リ キ レ  
「 周 り の 目 を 気 に し

な い で 思 い き り 表
現 す る 」    

 

 
 
 

 
皆 に 伝 わ る 声 で 号
令 を か け る こ と が

で き た 。  
 

２．個別の目

標を 立 て

る  

A・ H  大きな声を出すことに抵抗感をもっているの
で， S S P アドバンス「ダシキレヤ リキレ」を活用

し、相手へ伝わる声の大きさを意識させる。  
B  B 児対応の S S P を活用する方法を実演し，話し

合いで思いを伝えられることに意識を向けさせ

る。  
C  S S M に愛着を持っているので転生させたいという

気持ちを再確認する。 S S P「○○かぞえ」を活用

し話し合いに参加できるようにする。  
D  悩みや不安などモヤモヤした気持ちがあっても

S S P「やなことリセット」で気持ちを整理し授業

に前向きに参加する 。  
E  人前で伝えることに対する緊張感から伝えること

を躊躇してしまうので，「 S S P すいこみマシーン

で，緊張を吸い取る」と具体的な活用法を理解
し，話し合いに参加できるようにする。  

F・ G  考えを伝えることができる２人なので，グル

ープリーダーの役割を務め，他のメンバーの模範
となれるようにさせる。  

 

 
 
 

 
 

 

 
 

教 師 に よ る 「 す い こ み マ シ ー ン 」 の 実 演  

  話 し 合 い に 活 か す た め の S S P 再 確 認  

【 児 童 の 目 標 】  

・ 必 要 だ と 思 う 係
の 人 を ， S S P で
す ら す ら と 発 表

し た い で す 。
( C 児 )  

・ 話 し 合 い の と き  

S S P を 使 っ て ，  
自 分 の 意 見 を 発  
表 す る 。 ( G 児 )  

 

活
動(

２
５
分)

 
 

3．話し合

い活動  

□  思いや考えを伝えられるよう，意図的なグループ編成を行う。  

□  必要に応じて，思いや考えを伝える際の話型・短冊を確認する。  
□  SSP が援助になりそうなときにはそれぞれの SSP を思い出せるよう，机上にカードを貼っておく(第５時)。  

( 1 )グループ
に分かれ
る  

A～ H  話し合いを「 (考えの )出し合いタイム」，
「理由タイム」，「決定タイム」と分割すること
で，児童に活動を明確に理解させる。  

H  S S P (ダシキレヤリキレ )を意識し，皆に伝わる声
で，話し合いの説明ができるようにさせる。  

C  役割のシナリオを活用し，グループ分けの声掛け

ができるようにさせる。  

 意 図 的 グ ル ー プ 編 成  
 
 

 
 
・ 各 グ ル ー プ 高 学 年 の グ ル ー プ リ ー ダ ー 配 置  
・ 女 子 児 童 は 同 じ グ ル ー プ へ 配 置  

 
 
 
 
 
 
考 え を 伝 え る  
 A ・ G 児  

( 2 )出し合い
タイム  

  

 

A・ H  言葉で伝えることに緊張したり，声が小さく
なってしまう場合には， S S P の「ドキドキチャレ
ンジ (とりあえずやってみる・ベーシック )」，

「ダシキレヤリキレ (まわりの目をきにしない・ア
ドバンス )」等の３つの S S P とその使い方を意識
し，思いや考えを伝えられるようにする。   

C  考えを伝えることに消極的になってしまうことが
あるので， S S P の使い方の一つ「参加できるだけ
でシールを貼ることができる」ことを思い出すこ

とで心理的ハードルを下げ，考えを伝えるこがで
きるようにする。  

D・ G  思いを伝えにくいときは , S S P「うちあけトラ

イ」を活用して，「お互いに協力できる関係にな
ろう」という気持ちを思い出せるようにする。  

B・ E  言葉がでてこないときは， S S P「すいこみマ

シーン」の具体物 (段ボールで制作 )を側に置くこ
とで考えを伝えられるようにする。また，話し合
いの中で上級生の問いかけに返答することで，必

要な係を伝えることができるようにさせる。  
F  思いを伝えることに恥ずかしさを感じることがあ

るため， S S P「かもトーク」で語尾に「かも」を

つけ思いを伝えることの羞恥心を減らす。  

 
 
 

 
  
 

( 3 )理由  

タイム  
 

 

 
 
 

 

 
 

 
  
       

 
 
 

 
 
 

  

( 4 )決定  
タイム  

ふ

り

か

え

り 

５．ふりか

えり  
 
 

 
 
 

 
 
 

６．まとめ  

□  各児童の課題に対応したワークシートを活用し

思いや考えを伝えることについてふりかえる。  
□  話し合い活動で頑張ったと思う児童に，シール

をくばる。  

 
 
 

 
 
 

「ふりかえり」を発表する，決定した係を確認する。 

【 シ ー ル の 配 布 】  

・クラスメイトイトの名前
と頑張ったところを伝えシ
ールを渡す。 

  
 
 

 
 

１グループ  ６・３・１年  
２グループ  ５・４・１年  
３グループ  ５・４年    

Ｓ

Ｓ

Ｐ

活

用

の

イ

メ

ー

ジ

を

持

た

せ

る 

思
い
や
考
え
を
伝
え
る
＝
３
つ
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
を
活
用 

S S P を活用した思いや考えを伝える活動で，思いや考えをつたえられたかふりかえる。  
・思いや考えを伝えることにより，どんなことができたか。   

 ・ S S P を活用する場面があったか。  
 

 

 

安

心

感

・

所

属

感 

短冊を用い

て皆の前で

考えを伝え

るⅭ児 
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図８  課題把握アンケート  

図３  課題把握アンケ―ト  

Ⅶ 結果と考察 

 １ 作業仮説(1)の検証  

特性による課題を外在化し（S S M），コミュニケーションスキルの習得に取り組む  

ことで正しい自己理解のもと前向きに思考・行動を改善し ( S S P )，思いや考えを伝えら

れる素地を育成できるだろう。  

【結果】 

  思いや考えを伝えられる素地を育むため，自立活動の指導項目と本研究のねらいを関

連させて単元を計画した。  

【E 児(P53)について】 

学年  障がい名  情緒の安定  他者との関わり  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 手 段  

４年  

男子  

自 閉 ス ペ ク

トラム症  

集団への参加に不安があるが，自分なり

の目標を決めると参加できる。 

特 別 支 援 児 童 同 士 の 会 話 や ゲ

ームを楽しめる。  

交 流 学 級 で は 挨 拶 や 声 を か け ら

れ て も 返 事 が で き な い 。  

図３のアンケート行い，日常生活におい

て，どのような状況でどのように困ってい

るのかを確認し，クラスメイトとのコミュ

ニケーションの部分で困り感が多いことを

認識した。そのうえでコミュニケーション

に関する特性を SSM「だまるま」として外

在化を行った。 E 児は転生後の SSM にオリジナルの名前を付けたり，「僕には『だまる

ま』以外の SSM もいるよ」との発言をしていた。 

第３時に，ロールプレイ「仲間に入れて」を行った。スタンダードの SSP「とんとん

ダルマ」を活用し，クラスメイトの肩をたたいてから言葉カードで伝えるというもの

であったが，肩をたたけなかった。しかし，他の児童から「一緒に遊ぶ？」と話しか

けられたことで，図４の言葉カードを指さし意思を示せた。これがきっかけとなり，

最終的に言葉でも「入れて」と思いを伝えることができた(図５)。 

第５時には，これまでに習得した３つの SSP を活用しながら，「ミニ運動会の種目を

決めよう」というテーマで話し合い活動を行った。 E 児は，グループ及び全体の場で，

ルールを伝えるときに理由まで述べることができた。  

図６は授業外で SSP を活用できたとき又は、思いを伝えられたときに記録するシール

カードである。E 児は，14 日間で 75 枚のシールを貼っている。ふりかえりでは，「ド

キドキをなくすために， (SSP)を使った。いい気持ち」と肯定的な感情を持っているこ

とが確認できた。「自分が友人関係のコミュニケーションスキルを持っていると感じる

か」の調査で 12 月には 18 ポイントの上昇が見られた(図７)。また，８名中７名の児

童が日常生活でも SSP を活用し思いを伝えていることがわかった(図８)。  

自分に S S M が出てくるところ (○ )  特支  交流  

１， 皆に 伝 わる 声で あい さ つが で きる  〇  〇  

２， 発表 し たい と思 った と き発 表 でき る  △  〇  

３， 友だ ち に尋 ねる こと が でき る  △  〇  

６， 遊び の グル ープ に入 れ てと お 願い でき る  〇  〇  

７， 友だ ち に話 しか けら れ たと き 返事 でき る  ×  〇  

図４  言葉カード   図５  言葉で伝えるまでの過程  
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【考察】  

 情緒面に特性を抱える児童の場合，これまでの経験から「自分にはできない」と課題

を内在化し自己肯定感が低くなることが多い。教師から「課題は心の中の SSM が起こし

ている，その SSM を転生(成長)させてあげよう」と説明を受け，E 児は転生後の SSM

に，コミュニケーションの課題を克服したイメージを持つ「しゃべるま」という名前を

付けている。このような，課題に対する前向きな言動は，SSM による外在化の影響が大

きかったと考える。また，他の SSM の性質を自分に投影する発言から，「他の課題も

SSM が起こしていたんだ」と自己肯定感を下げずに課題を捉えられたことが分かり，課

題の外在化が有効であったと考える。 

  図７での８ポイントの上昇は，シールカードを使用することで，日常的に思いや考え

を伝える活動を継続できたことが影響していると考える。ロールプレイ以外でも，特別

支援・交流学級担任から自己の課題に取り組む姿を認めてもらい記録することは，思い

や考えを伝えられるという肯定的な感情を育み，前向きな思考・行動の改善につながっ

たためだと考える。  

  E 児以外にも，「 (SSP が )心の支えとなり， (SSM を )支えたいと思いました」，

「(SSP を)使わないよりは使った方が気持ちが楽になった」と，個別の SSM と SSP の

設定が，意欲の喚起へのサインとしても機能していることがわかった。このように、

SSM と SSP を活用し個別のコミュニケーションスキル習得に取り組むことは、正しい自

己理解を促すこと、思いや考えを伝えられる素地を育成するのに有効であると考える。 

２ 作業仮説(2)の検証 

【結果】 

  B 児と交流学級児童との課題解決型の活動の様子を以下にまとめた。 

  【B 児(P53)について】  

 スモールステップの視点から計画した課題解決型の交流活動ステップ１では， B 児の

特性からその場にずっととどまれず，最後まで話を聞けなかった。しかし，事前に SSP

の活用方法と役割について確認を行っていたため，交流児童からの誘いに返事をするこ

とができた。ステップ２では，1 人でクイズを出題することはできなかったが，教師と

１．あいさつはみんなにしている  

２．落ち込んでいる友達がいたら  

元気づける自信がある  
３．困っている人がいたら進んで助  
  けようと思う  
４．友達にあったら，自分からあい  
  さつできる  
５．相手の気持になって行動できる  
６．悩みを話せる友達がいる  

交流学級児童との課題解決型の活動において，スモールステップの視点で SSP と関連

付けながら役割を焦点化することで安心感と所属感とともに信頼関係が育まれ，協力し

て活動できるだろう。 

学年  障がい名  情緒の安定  他者との関わり  コミュニケーションの手段  

１年  

女子  

注意欠陥多動

性障がい  

支援学級内では，安心してク

ラスメイトと過ごせる。  

交流学級担任に挨拶をしたり，

行き先を告げたりできる。  

交流学級では，思い を伝えるこ

とが少ない。  

33
%

51
%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

10月 12月
は い   い い え  
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表４  B 児  課題解決型の交流活動  「１年〇組クラスメイトにクイズを出そう」  

図９  B 児  友人関係の  

コミュニケーションスキル  

ともにクラスメイトに話しかけ，出題できた。ステップ３では，交流学級児童からＢ児

が頑張ったことを伝えられると，すぐに交流学級児童ヘの手紙を書き始め肯定的な気持

ちを書くことができていた。手紙を渡す時には，「『すいこみマシーン』を使うから一

緒に来て」と教師に考えを伝え，教師とともに手紙を渡せた。ステップ４，活動のふり

かえりでは，「友達から褒めてもらえてうれしい」，「一緒にできて楽しかった」等の

肯定的な気持ちを述べていた。  

  

交流活動後の学校生活アンケートでは，「自分が友人関係のコミュニケーションス

キルを持っていると感じているか」の調査で８ポイント上昇 (図９ )，「友好的な友人

関係があると感じている」の調査は，22 ポイントの上昇が見られた(図 10)。 

 

 

【考察】 

B 児は，交流活動前に，ステップ１「友達から誘われると SSP『オヘンジー』で返事

をする」，ステップ２，「友達にクイズを出すときに SSP『とんとんダルマ』を使う」，

ステップ３，「SSP『すいこみマシーン』で，恥ずかしさを吸い取り手紙を渡す」等，

役割に応じて予想される不安とそれを解決できそうな SSP の活用イメージを持てたこと

で，安心感を持って交流活動に取り組むことに繋がったと考える。 

図９， 10 のどちらの調査でもポイントの上昇がみられ，事前に児童の希望を取り入

 ステップ１  ステップ２  ステップ３  ステップ４  

役割  ・交流学級児童に
誘われたら返事
をする  

 

・ 出 題 す る と き に 話 し か け る
( ト ン ト ン 肩 を た た く )  

・クラスメイトにクイズ
を出す  

・交流児童から自分の頑張ったところを教えても
らう  

・交流学級児童へ手紙を書き，自分の気持ちを伝
える  

・ 交 流 学 級 児 童 と
の 活 動 を ふ り か
える  

児童の  
様子  

・誘われると返事
ができた  

 
・その場を離れ，

最後まで話が聞
けなかった。   

・クイズを考えた  
 
・ 出題する子を決めるこ

とはできなかった。  
 

・特別支援担任と一緒  
にクラスメイトにク  
イズを出した。  

・交流学級児童から活動で頑張っていたところを
伝えられると「うれしい」と呟いていた。  

 
声をかけてくれて  

 ありがとう。  
またやりたいね。  

 
児交流学級児童への手紙   

〔ふりかえり〕  
・友達からほめて  

もらえてうれし  
い  

・一緒に活動でき  
て楽しかった  

・また，やってみ
たい  

活用 し
て ほ し
い S S P  

オヘンジ―  
(返事することが
できる )  

とんとんダルマ  
(話しかけることができ
る )  

すいこみマシーン  
(不安な気持ちを吸い取り，相手の名前と感謝の言
葉とともに手紙を渡す )  

 

伝 え る  〇  △  △   

協 力 す る  △  ○  ○   

 安心  所属  承認    自立  

１．仲間に入れてもえなことあある  

２．陰口を言われているような気がする  
３．からかわれたり，バカにされるたりす

ることがある  
４．友達にイヤなことをされることがある  
５．友達から無視されることがある  
6．友達にはなかなか本当の気持ち  
  を話すことができない  

 

31%
39%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

10月 1月

図 1 0  B 児   友好的な友人関係があると感じている  
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れたメンバーとの交流活動だったことは，大きな要因だと考える。スモールステップの

視点で役割を焦点化したことで，活用して欲しい SSP も徐々に難易度を上げる形で内容

を計画できた。児童にとって，「これなら自分にもできるかも」と，活動への抵抗感を

下げ安心感を持って取り組めたことも要因の一つだと考える。 

また，児童が役割をクリアできるとグループが次のステップに移行できる仕組みにし

たことで，自分の役割を果たせる自信とともにグループの一員としての意識と所属感を

育めたと考える。その中で，交流学級児童から「○○のクイズ面白い」との言葉をかけ

てもらったことや，活動するときに友達から名前を呼んで誘ってもらえたことが，交流

学級グループ児童との信頼関係を育み，協力する姿につながったと考える。  

B 児は自分の良かった点を交流学級児童から「ほめてもらえて嬉しかった」と述べ，

交流学級児童から自分の良いところを評価された後，すぐに手紙を書き始めていた。児

童同士の良い点を認め合う活動を通して，受け入れられている (承認 )という思いが育

まれ，結果として、「友人関係のスキル」，「被侵害的な人間関係がない」の調査結果

のポイント上昇に繋がったと考える。また，手紙を渡す際に「すいこみマシーンを使い

たいから一緒に来て」と教師に頼む姿から，「 (SSP を使えば)手紙をあげることができ

るかも」という気持ちを持つことができたと伺える。  

このように，課題解決型の交流活動において，スモールステップの視点で特別支援児

童の役割を焦点化し，思いを伝える手立てとして SSP と関連づける取り組みは，安心感

と所属感を醸成し，協力して活動できる児童を育成する手立てとして有効であったと考

える。今後は，今回の研究で有効だった手立てを交流学級担任と共通確認を行い，さら

に信頼関係を育めるよう継続的な取り組みを行いたい。  

 

Ⅷ 成果と課題 

 １ 成果 

(１) 特性に応じた SSM の設定による課題の外在化により特別支援児童の思考・行動

の前向きな変化を促し，思いや考えを伝えられるスキル習得に児童が継続的に取

り組むことができた。 

(２) SSM と SSP を取り入れたコミュニケーションスキルの習得とスモールステップ  

で計画した課題解決型の交流活動との連動した取り組みにより，特別支援・交

流学級児童双方が，協力して活動できる支持的風土を醸成できた。  

 ２ 課題 

(１) 自立活動以外でも SSM と SSP を活用した思いを伝えられるスキル習得の継続的

支援を図る必要がある。  

(２) 他の交流学級児童との信頼関係を育む取り組みも工夫する必要がある。  
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